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運営状況

1 ■盾中立ての受付状況

平成 24年 4月 1日 から平成 25年 3月 31日 までの 1年間で、オンブズマンが受

け付けたルギ情申立ての件数は、99件 でした。

苦情申立人について居住地別にみると、Hl内居住者か らの中立てが 95件、市外

居住者からの申立てが 4件 となってお り、そのほとんどが市内居住者からの申立て

となっています。

また、申立方法別では、持参が 51件 615%)と 最も多く、次いで Eメ ールやホー

ムページのフォーム メール といったインターネ ッ トを利用 した 中立てが 30件

003%)、 郵送 14件 (142%)、 F AX4件 (40%)と なっています。 (表 1参照 )

月別・居住地別 中立て方法別受付状況 (1ま 小ア : r卜 )

月 件数

中立人居住地別 申立方法別

市内
県内

(市外)

県外 持参
インター

ネット
郵送 FAX

4 12 12 0 0 8 4 0 0

0 3 2 0 1 1 I 0 |

6 14 13 1 0 3 9 0 2

7 13 13 0 0 6 5 2 0

8 9 9 0 0 4 2 3 0

9 5 5 0 0 4 1 0 0

10 5 4 1 0 3 1 0 1

11 8 8 0 0 4 3 1 0

12 9 9 0 0 6 2 1 0

1 5 b 0 0 4 0 1 0

2 7 7 0 0 4 1 2 0

3 9 8 1 0 4 1 4 0

合 計 3 | 51 30 14 4



苦情中立ての受付状況を行政組織別にみると、都市建設局 33件 033%)と 最も多

く、次いで健康福祉子 ども局 15件 (152%)、 企画振興局 13件 (131%)と なってい

ます。

中立てを分野別に見ると「道路整備J‐道路管 l■
l」 などの道路関係、「4i活保護J

などの福祉関係が多くなっています。 (表 2参照 )

行政組織別・分野りJ受付状況 (単位 :件 %)

イH繊 件教 構成lt

`,野

総務局 4 41 IΠ 談業務 2 職務夕ヽ行為 l lL域 防災計画 1

企画振興局 13 131
オシ

'ズ
マシ制● 1 住居表示   2 市民防何    2 広聴業務    l

lL域公民館 1 相談業務 1

11政

'討

7 71 固定資産■   8 市県民Ij1  2 11・1場 傷tll場  1 徴1又対策    |

11■ 11祉 千と1.1う 15 152

環境衛上    B 児童IΠ 談所  2 `ど も結合‖敲=  2 火す1場     |

高齢イ団体支援  l
●体Ⅲがい

と在宅支援
1 医療安全相談 1 ']■育成クラブ  l

保育Fl 1 保育料 1 相談業務 |

l・・境局 4 41 環境保全 2 収集 1 人気保全 |

餞光文|ヒ 交i充 局 3 t0 ホームベージ 2 広聴業務 l

都市建設局 :: :31

道路|さ備    ' 道路管理   8 住宅管理    4 ホームベージ  2

土地区画整理  1 部li¬ 山●■, 1 建築指導    l ■・高層建築物  1

|1本駅周辺整備  l i観 整

"i   l 
公園       1 水1各管

'1    1
+用河川改修 1 計 ,11・ ll l

中央区役所 8 81 生lT保護    4 1民 忙

“

‖資 2 環境lif■     l lll人 情扱保護  |

束区役所 1 10
`LI保

護 |

画区役所 2 20 生lT保護 1   1■ 1■綸 i 1

市lg■ ,II 3 :0 保育所 1 広報 Flイ F物  1 )二 りれま〔女[ 1

北区役所 1 10 lL域 コ
=ュ

二十 ィ |

上下水道局 3 :0 上下水i首 |「金  :

教育委員会 | 10 公lk建 築物 |

良業委員会 1 10 晨地調整 1

合 計 ,9 100 0



2 苦情申立ての処理状況

平成 24年度は、受けイ」けた 99件の苦情申立てのうち 81件の処 I唱 を終了し、前

年度か ら調査を継続 していた H件と併せて、計 9241の ]情中立て案件の処 l■
lを行

いました。

(1)平 成 23年度か らの継続分

平成 23年度に苦情申立てを受け付け、平成 24年度に調査をlL続 したものが

H件ありましたが、平成 24年度に調査が全て終了し、その結果を申立人に通知

しています。

また、オンブズマンが調査結果を通知したもののうち、占情中立ての趣旨に沿

ったもの (市の業務に何 らかの不備があつたもの)が 6件 輛45i・ l、 市の業務に

不備がなかったものが 5件 1455%)と なっています。 (表 3参照)

苦情処理の状況 (単位 :件・%)

IX 分 件 数 構成比

1 調査結果を通知 したもの 11 1000

(D 苦情 HI立ての趣旨に沿つたもの 6 545

佗)市 の業務に不備がなかったもの b 45 5

〈
口 副 11 100 0

また、苦情の処理に要 した日数の状況は、次のとお りとなっています。

苫情処理 日数の状況 (単位 :件 %)
処理日数

区 分

80日

以内

31日 ～

60日

61日

以上
合 計

1 調査結果を通知 したもの 0 8 8 11

(1)苦情中立ての趣旨に沿ったもの 0 1 5 6

佗)市 の業務に不備がなかったもの 0 2 3 5

〈
日

一
● 0 3 8 11

構 ,式 ルヒ 00 273 727 1000



(a]Z成 24年 度受付分

平成 24年度に苦情申立てを受けイ」けた 99件のうち、平成 24年 度に調査が終 」
′

し、その結果を申立人に通知 したものが 56件 666.ll、 .・ 1/・対象とならなかった

ものが 20件 002%)、 取 リ ドげられたものが 5件 60%)、 次年度にTl・ Lし たもの

が 18件 (182%)と なっています。

また、オンブズマンが調査結果を通知 したもののうち、苫1背 中立ての趣旨に沿っ

たもの (市 の業務に何 らかの不備があったもの)が 21件 (212%)、 市の業務に不

備がなかったものが 35件 054%)と なっています。 (表 5参照)

ri情処理の状)1 (単位 :イト・%)

区 分 件数 構成比

1 調査結果を通女uし たもの 566

(1)片情中立てのll■ 旨に沿つたもの 21 212

O)市 の業務に不備がなかったもの 35 35 4

2 調査対象とならなかったもの 202

()管 轄外のもの 6 61

佗)そ の他のもの (利 害無し 1年以 籠 過等) 14 141

3 調査を中止したもの 0 00

均 取リドげられたもの 0 50

5 継続詞H査 中のもの 18 182

〈
［ 言「 99 100 0

また、 |キ 1青 の処理に要した日数の状況は、次のとおりとなっています。

苦情処 ll日 数の状況 (単位 :件・ %)

処理日数

区 分

3()二十

以内

31日 ～

60日

61」

以上
合計

1 調査結果を ll知 したもの 11 21 21 56

(D 苦 ll中 立ての趣旨に沿ったもの 7 6 S 21

は)市 の業務に不備がなかったもの 4 18 13 35

2 調査対象とならなかったもの 8 4 8 20

(D 管轄外のもの 3 1 2 6

ω)そ の他のキ)の

(利害無し 1年以「 経過等)

0 3 6 14

3 調査を中止したもの 0 0 0 0

4 取リドげらオ1た もの 2 1 2 5

ン`
Ll 言|

21 29 3 1 81

構 成 上ヒ 259 358 38 3 1000



3 発意調査

平成 24年度は、熊本市オンブズマン条例第 7条第 2項 に基づく発意訪1合は行って

いません。

4 勧告又は意見表明

平成 24年度は、熊本市オンブズマン条例第 21条に基づく勧告又は意 見衣り]に 至

った事例はありませんでした .


